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(1)　第1895号　2022年12月15・25日

2023旗開き・春闘討論集会

自
治
労
春
闘
中
央
討
論
集
会

あ
な
た
の
声
で
は
じ
ま
る
春
闘

日時 2023年１月13日（金）
 14：00～17：00
場所 水戸市　フェリヴェールサンシャイン
内容 旗開き
 春闘討論集会（2023春闘方針提起）

　
　
月
８
日
か
ら
９
日
に
か

12
け
て
、
「
自
治
労
２
０
２
３

春
闘
中
央
討
論
集
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
集
会
は
春
闘
方
針
に

つ
い
て
討
論
を
行
い
、
今
後

全
国
で
展
開
さ
れ
る
春
闘
の

闘
い
に
む
け
た
重
要
な
集
会

と
な
り
ま
す
。

　
主
催
者
を
代
表
し
川
本
執

行
委
員
長
は
「
連
合
は
２
０

２
３
春
闘
５
％
賃
上
げ
要
求

と
決
定
し
た
。
自
治
労
も
春

闘
期
に
全
単
組
で
要
求
書
を

提
出
す
る
に
は
、
普
段
の
組

合
活
動
を
通
じ
て
組
合
の
信

頼
の
獲
得
が
あ
ら
た
め
て
重

要
と
な
る
。
賃
金
や
労
働
条

件
改
善
に
加
え
、
新
規
採
用

職
員
の
組
織
化
、
４
月
に
行

わ
れ
る
統
一
自
治
体
選
挙
に

む
け
全
力
で
取
り
組
も
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
春
闘
方
針
で
は
、
賃
金
や

人
員
確
保
、
労
働
条
件
の
改

善
、
新
規
採
用
職
員
を
は
じ

め
と
す
る
組
織
基
盤
の
強
化

に
む
け
た
取
り
組
み
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
要

求
・
交
渉
を
行
う
確
定
期
の

取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
春

闘
期
に
職
員
の
給
与
実
態
の

把
握
・
分
析
を
行
い
、
賃
金

運
用
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
応

に
よ
り
職
場
で
は
恒
常
的
な

人
員
不
足
が
生
じ
て
い
る
こ

と
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

人
員
配
置
の
実
態
点
検
を
行

い
、
春
闘
期
に
も
人
員
確
保

を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
自
治
労
春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
あ
な
た
の
声
で
は
じ
ま

る
春
闘
」
と
決
定
し
ま
し

た
。
１
年
間
の
闘
争
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
春
闘
期
に
、

あ
ら
た
め
て
職
場
環
境
や
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
求

め
ま
す
。
職
場
改
善
に
は
、

組
合
員
の
声
が
反
映
さ
れ
た

要
求
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
要
求
実
現
に
む
け
て
、

労
働
組
合
に
結
集
す
る
必
要

駅
悦
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県本部推薦５人が当選
　
　
月
　
日
投
開
票
で
行
わ

12

11

れ
た
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙

（
定
数
　
）
は
、
県
本
部
が

62

推
薦
し
た
日
立
市
の
齋
藤
英

彰
さ
ん
、
ひ
た
ち
な
か
市
の

二
川
英
俊
さ
ん
、
水
戸
市
・

城
里
町
の
玉
造
順
一
さ
ん
、

筑
西
市
の
設
楽
詠
美
子
さ

ん
、
古
河
市
の
中
村
勇
太
さ

ん
の
無
投
票
を
含
む
５
人
が

当
選
し
ま
し
た
。
那
珂
市
の

遠
藤
実
さ
ん
、
美
浦
村
・
阿

見
町
の
落
合
剛
さ
ん
は
惜
し

く
も
次
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
笠

間
市
議
会
議
員
選
挙
は
石
松

俊
雄
さ
ん
が
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
各
単
組
で
ご
支
援
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
対
し
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あいさつする川本委員長

が
あ
り
ま
す
。

　
県
本
部
で
は
現
在
、
「
２

０
２
３
生
活
・
労
働
実
態
調

査
」
を
行
い
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
生
活
実
態
、
身
近
な

職
場
の
声
を
集
め
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
討
論
集
会
の
中
で
行
わ
れ

た
分
散
会
で
は
、
本
部
の
政

府
へ
の
意
見
反
映
、
段
階
的

定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
に
よ

る
運
用
面
の
労
使
協
議
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
、
賃
金
改
善
、
組
織
化
の

取
り
組
み
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
記
念
講
演
で
は
、「
現
代

社
会
の
新
た
な
階
級
構
造
と

労
働
組
合
に
求
め
る
こ
と
」

と
題
し
て
、
早
稲
田
大
学
の

橋
本
健
二
教
授
が
講
演
し
ま

し
た
。

　
橋
本
教
授
は
、
こ
れ
ま
で

の
政
策
で
労
働
者
の
低
賃

金
・
非
正
規
化
、
不
安
定
生

活
者
が
増
加
し
格
差
が
拡

大
、
自
治
体
で
は
会
計
年
度

任
用
職
員
（
非
正
規
職
員
）

が
増
え
続
け
て
い
る
。
組
合

は
会
計
年
度
任
用
職
員
の
声

を
聞
く
必
要
が
あ
る
。
社
会

の
変
革
は
、
政
策
と
運
動
の

相
互
作
用
に
よ
っ
て
実
現
す

る
と
話
し
ま
し
た
。

　
春
闘
討
論
集
会
で
決
定
し

た
方
針
を
受
け
、
１
月
　
日
13

に
開
く
県
本
部
春
闘
討
論
集

会
で
協
議
・
提
起
し
、
各
単

組
の
春
闘
期
の
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
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会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
を

総
務
大
臣
に
署
名
提
出

　
自
治
労
は
　
月
　
日
、
会

11

25

計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
に
む
け
取
り
組
ん
で
き
た

署
名
　
万
２
０
１
７
筆
を
総

55

生
活
・
労
働

実
態
調
査

務
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
適

正
な
任
用
・
勤
務
条
件
の
確

保
を
目
的
に
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
賃
金
制
度
、
特
に
期
末

手
当
や
各
種
休
暇
制
度
な
ど

に
お
い
て
一
定
程
度
の
処
遇

改
善
は
図
ら
れ
た
も
の
の
、

未
だ
常
勤
職
員
と
の
格
差
が

解
決
さ
れ
た
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
　
特
に
、
短
時
間
の
会
計
年

度
任
用
職
員
は
法
律
上
、
期

末
手
当
し
か
支
給
が
で
き
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

署
名
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
へ
勤
勉
手
当
を
支
給
可
能

に
す
る
た
め
の
法
改
正
と
交

付
税
措
置
と
と
も
に
雇
用
安

定
を
求
め
る
よ
う
総
務
省
に

提
出
、
茨
城
は
７
１
５
５
筆

を
集
め
ま
し
た
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

自
治
体
職
場
に
は
欠
か
せ
な

い
戦
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
、

処
遇
改
善
に
む
け
、
引
き
続

き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

茨城7155筆

12月11日茨城県議選

茨城県議会議員選挙結果（12月11日投開票・投票率38.54%）

得票数
順位

定数/立候補
投票率党派・現新年齢推薦候補者選挙区選挙

結果
11,062
3位

4/5
37.27%国民民主・現62齋　藤　英　彰日立市当選

13,309
2位

3/4
31.08%国民民主・現44二　川　英　俊ひたちなか市当選

8,8951/2
40.73%無所属・現56遠　藤　　　実那珂市次点

10,630
4位

6／10
38.28%立憲民主・現51玉　造　順　一水戸市

城里町当選

12,677
1位

2/3
43.26%立憲民主・現46設　楽　詠美子筑西市当選

7,1671/2
30.55%立憲民主・新27落　合　　　剛美浦村

阿見町次点

－3/3
無投票無所属・現36中　村　勇　太古河市当選

笠間市議会議員選挙結果（12月11日投開票・投票率45.70%）
得票数
順位定数/立候補党派・現新年齢推薦候補者選挙

結果
1,803
3位22/25無所属・現64石　松　俊　雄当選

さい　   とう　  ひで　  あき

ふた　   かわ　  ひで　  とし

えん　   どう　  　 　 　まこと

たま　 つくり  じゅん　いち

  し　   だら　    え　み　こ

おち　   あい　  　 　 　つよし

なか　   むら　  はや　    と

いし　   まつ　  とし　   お
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現
業
評
議
会
が
定
期
総
会
開
く

定
年
ま
で
働
け
る
環
境
め
ざ
す
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悦
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県
本
部
現
業
評
議
会
は
、

　
月
３
日
、
自
治
労
会
館
で

12第
　
回
定
期
総
会
を
開
き
、

58
　
単
組
　
人
が
参
加
し
ま
し

12

29

た
。
　
は
じ
め
に
杉
本
議
長
が
あ

い
さ
つ
で
「
牛
久
市
職
現
業

職
は
最
高
給
与
格
付
け
が
３

級
で
も
実
際
運
用
は
２
級
止

ま
り
、
定
年
引
き
上
げ
制
度

導
入
で
　
歳
以
降
が
給
与
７

60

割
水
準
と
な
れ
ば
東
海
村
職

現
業
職
で
は
会
計
年
度
任
用

職
員
よ
り
低
く
な
る
可
能
性

な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

現
業
職
場
は
給
与
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。

組
合
員
の
声
を
基
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
こ
う
」
と
、

県
内
で
の
現
業
職
場
の
実
態

か
ら
改
善
へ
む
け
団
結
を
訴

え
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
１
年
間
の
活
動

の
経
過
報
告
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
運
動
方
針
と
新
年
度
の

役
員
体
制
を
決
定
。
あ
わ
せ

て
各
単
組
の
現
業
労
働
者
賃

金
・
労
働
条
件
要
求
書
の
取

り
組
み
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
業
職
場
は
、
国
の
集
中

改
革
プ
ラ
ン
や
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
政
策
な
ど
合
理
化

攻
撃
が
続
け
ら
れ
て
き
た
結

果
、
人
員
不
足
、
施
設
老
朽

化
な
ど
安
定
し
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
業
評

議
会
が
持
つ
協
約
締
結
権
を

活
用
し
な
が
ら
要
求
・
交
渉

を
行
い
、
定
年
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
て
も
働
き
続
け
ら
れ

る
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
に

む
け
、
声
を
上
げ
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

現業職場の処遇改善にむけ杉本議長の
団結ガンバローでたたかいを決意

2023年度現業評議会役員体制

議　　長 杉本　道博 取手市職

副　議　長 日向寺裕也 県職現業労組

副　議　長 相澤　輝子 東海村職

副　議　長 関口　朋和 龍ケ崎市職労

事務局長 篠崎　勇一 北茨城市職

事務局次長 赤津　誠二 高萩市職

幹　　事 稲葉　　勉 北茨城市職

幹　　事 金田久美子 常陸太田市職

幹　　事 宇野　幸惠 常陸大宮市職

幹　　事 廣内知佐子 那珂市職

幹　　事 圷　百合香 東海村職

幹　　事 山本　親広 水戸市職

幹　　事 粟野　広美 鉾田市職

幹　　事 馬場　典子 行方市職

幹　　事 笹沼美智子 鹿嶋市職

幹　　事 菊池　千草 大子町職

幹　　事 金久保　昇 県職現業労組

２
０
２
２
年

国
内
十
大
ニ
ュ
ー

２
０
２
２
年
 国
内
十
大
ニ
ュ
ー
スス

■
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
批
判
高
ま
る

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
各
地
で
抗
議
行
動

広
が
る
（
２
月
）
。
一
方
、
軍
事
的
緊
張
に
乗
じ
、
米
国
の

核
兵
器
を
自
衛
隊
が
運
用
す
る
「
核
共
有
」
の
推
進
を
、
自

民
、
維
新
の
議
員
ら
が
主
張
。
好
機
と
ば
か
り
に
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
有
な
ど
「
大
軍
拡
」
を
推
進

■
憲
法
審
査
会
、
ほ
ぼ
毎
週
開
催

　
国
会
の
憲
法
審
査
会
が
２
月
以
降
、
ほ
ぼ
毎
週
開
催

に
。
従
来
は
予
算
成
立
後
、
与
野
党
の
合
意
を
踏
ま
え
な

が
ら
開
催
し
て
い
た
が
、「
改
憲
勢
力
」
の
数
の
力
を
頼
み

と
す
る
強
引
な
運
営
が
目
立
つ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
課
題
山
積

な
の
に
、
な
ぜ
改
憲
を
急
ぐ
の
か
。
熟
議
は
ど
こ
へ

■
棋
士
の
藤
井
聡
太
、
　
代
初
の
５
冠
達
成

10

　
将
棋
棋
士
の
藤
井
聡
太
さ
ん
が
、
王
将
の
タ
イ
ト
ル
を

獲
得
し
、
　
歳
６
カ
月
で
８
大
タ
イ
ト
ル
の
う
ち
の
「
５

19

冠
」
を
達
成
（
２
月
）
。
　
代
で
の
達
成
は
初
。
羽
生
善
治

10

九
段
の
持
つ
最
年
少
記
録
（
　
歳
　
カ
月
）
を
塗
り
替
え

22

10

た
。
今
年
、
名
人
位
初
挑
戦
へ
の
期
待
高
ま
る

■
満
額
回
答
、
相
次
ぐ

　
春
闘
で
、
大
手
企
業
の
異
例
の
「
満
額
」
回
答
が
相
次
ぐ

（
３
月
）
。
背
景
に
は
、
日
本
の
賃
金
が
長
ら
く
停
滞
し
、

国
際
的
に
低
位
に
陥
っ
た
事
実
と
、
内
需
の
低
迷
に
よ
る

国
内
経
済
に
対
す
る
危
機
感
の
広
が
り
が
あ
る
。
一
方
、

経
団
連
は
総
額
人
件
費
抑
制
の
姿
勢
を
変
え
ず

■
佐
々
木
朗
希
投
手
、
　
年
ぶ
り
の
完
全
試
合

28

　
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
佐
々
木
朗
希
投
手
が
対
オ

リ
ッ
ク
ス
戦
で
、
日
本
プ
ロ
野
球
史
上
　
人
目
の
完
全
試
合

16

を
達
成（
４
月
）。
最
高
１
６
４
キ
ロ
も
の
速
球
と
高
速

フ
ォ
ー
ク
を
武
器
に
圧
巻
の
　
奪
三
振
。
　
年
ぶ
り
の
大
記

19

28

録
達
成
を
前
に
満
員
の
ス
タ
ジ
ア
ム
が
静
寂
に
包
ま
れ
る

■
安
倍
元
首
相
、
銃
撃
さ
れ
る

　
参
院
選
投
票
日
２
日
前
の
７
月
８
日
、
奈
良
市
内
で
遊

説
中
の
安
倍
晋
三
元
首
相
が
、
銃
撃
さ
れ
、
死
亡
。
容
疑
者

の
犯
行
動
機
が
旧
統
一
教
会
に
対
す
る
恨
み
だ
っ
た
こ
と

が
後
に
明
ら
か
と
な
り
、
自
民
党
と
旧
統
一
教
会
と
の
癒

着
が
政
界
を
揺
る
が
す
こ
と
に

■
最
低
賃
金
、
過
去
最
高
の
　
円
引
き
上
げ

31

　
２
０
２
２
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金
改
定
で
平
均
　
円
31

の
引
き
上
げ
に
（
　
月
）
。
最
高
額
は
東
京
の
１
０
７
２
円

10

で
、
最
低
額
が
　
県
の
８
５
３
円
。
過
去
最
大
の
上
げ
幅

10

で
も
、
時
給
1
5
0
0
円
前
後
の
欧
州
先
進
国
や
米
国
の

一
部
の
州
に
は
遠
く
及
ば
ず
。
全
国
加
重
平
均
額
は
韓
国

に
追
い
抜
か
れ
る

■
猛
威
奮
う
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
、
第
７
波

　
参
院
選
直
後
か
ら
感
染
が
急
拡
大
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

「
Ｂ
Ａ
・
５
」
が
猛
威
を
振
る
い
、
ピ
ー
ク
時
に
は
１
日
の

感
染
者
が
　
万
人
超
に
。
保
健
衛
生
・
医
療
削
減
の
ツ
ケ

25

大
き
く
、
泥
縄
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
加
え
、
急
性
期
病
床
の

削
減
を
強
行
。
命
を
守
ら
な
い
政
治
が
続
く

■
反
対
を
お
し
て
「
国
葬
」
強
行

　
各
種
世
論
調
査
で
半
数
超
が
反
対
す
る
中
、
岸
田
政
権

が
安
倍
元
首
相
の
「
国
葬
」
を
強
行
。
法
的
根
拠
の
欠
如

や
、
国
会
無
視
の
決
定
な
ど
、
自
民
党
内
最
大
派
閥
の
安

倍
派
に
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
忖
度
（
そ
ん
た
く
）
す
る
異
様

さ
。
内
閣
支
持
率
が
急
落
し
、
不
支
持
率
が
上
回
る

■
物
価
高
騰
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
知
ら
ず

　
生
鮮
食
品
を
除
く
９
月
の
消
費
者
物
価
指
数
が
つ
い
に

前
年
同
月
比
３
％
の
上
昇
に
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
伴
う

資
源
高
に
加
え
、
１
ド
ル
＝
1
5
0
円
に
達
す
る
急
激
な

円
安
が
輸
入
物
価
の
高
騰
招
く
。
政
府
は
打
つ
手
な
し
。

中
低
所
得
者
の
生
活
に
大
打
撃

県内で公共サービス
キャンペーン運動展開（3月）

連合茨城春季生活闘争決起集会（3月5日） 臨時大会で新執行体制決定（3月11日）

2022旗開き・春闘討論集会（1月19日）

各地でロシア軍事侵攻反対集会開かれる(３月26日水戸駅前・４月８日日比谷野音) 新規採用者組織化にむけ対策会議（3月15日）

青年女性県内職場交流集会開く（6月12日）

参院選で堂込まきこさん（左）鬼木まことさん（右）当選（７月） 組合活動学ぶユニオンセミナー
（５・７月）

確定期

賃金確定討論集会（10月15日）拡大闘争委員会（10月21日） 定期大会で闘争方針決定（9月28日）

年３回ブロック別に活動者学校
（5・6・7月）

憲法改悪反対・総がかり行動（6月8日） 労働者の祭典・県中央メーデー
（4月23日）

日立市職が野球大会全国３位（9月8-11日）現業・公企統一闘争委員会（9月28日） じちろう共済単組代表者会議（9月14日）

春闘期
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